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TBS 落 語 研 究会  ２ ０ ２２ 年 ８ 月 ２ ６ 日 (金 )（ 第 ６ ５ ０ 回 ）  

新 ・ 落語 掌 事 典  

                                                 田 中優 子  

  

● 朝 鮮人 参 （ 花 瓶 ）  

こ の 演目 に は 、 病 気 の 母親 に 高 価 な 薬 を 飲ま せ た い 道 具 屋 が出 て

く る 。高 価 な 薬 と い え ば、 江 戸 時 代 で は 万能 薬 と 考 え ら れ てい た 朝

鮮 人 参で あ っ た 。 な ぜ 高価 な の か 。 朝 鮮 や中 国 東 北 部 だ け に自 生 す

る 植 物だ か ら で あ る 。 人工 栽 培 は お こ な わ れ て い な か っ た のだ 。 し

か し 需要 は 高 い 。 江 戸 で は 本 草 家 で 幕 府 の医 官 だ っ た 田 村 元雄 が 、

幕 府 から 種 子 を 下 付 さ れ て 栽 培 を 試 み た 。元 雄 が 栽 培 に 尽 力し て い

る こ ろ、 カ ナ ダ 産 の 朝 鮮 人 参 が 宣 教 師 に よっ て 発 見 さ れ て フラ ン ス

に 持 ち込 ま れ 、 フ ラ ン ス か ら 広 東 に 入 り 、日 本 に も や っ て きた 。 こ

れ を 「広 東 人 参 」 と い う 。 今 で も 薬 品 が 世界 競 争 に よ っ て 製造 さ れ

て い るよ う に 、江 戸 時 代 も 朝 鮮 人 参 を め ぐる 競 争 が あ っ た の で あ る 。

結 果 とし て 、 田 村 元 雄 は 世 界 で 初 め て 人 工栽 培 に 成 功 し 、 その こ ろ

に は 、ほ と ん ど の 薬 草 が 国 産 化 を 達 成 し てい た 。  

 

● 曲 馬団 （ 馬 大 家 ）  

日 本 人が 最 初 に 見 た 曲 馬 は 、 江 戸 時 代 初 期に 来 日 し た 朝 鮮 曲馬 団

の 曲 馬で あ ろ う 。 た だ しこ れ は 江 戸 城 内 で 開 催 さ れ た だ け だっ た 。

そ の 後、 日 本 で も 歌 舞 伎 の 馬 芝 居 や 曲 乗 りの 見 世 物 は お こ なわ れ た

が 、 盛ん だ っ た と は 言 え な い 。 明 治 時 代 にな る と 欧 米 諸 国 から サ ー

カ ス 団が 渡 来 し た 。 早 く も 一 八 六 四 年 に は横 浜 で 興 行 し て いる 。 サ

ー カ スは 曲 馬 あ り 、 空 中 ブ ラ ン コ や 軽 業 あり 、 動 物 の 演 芸 など 演 目

は 多 彩だ っ た 。 一 八 八 六 年 に イ タ リ ア の チャ リ ネ 曲 馬 団 が 来日 す る

と 歌 舞伎 も そ れ を 取 り 入 れ 、 日 本 に 多 く の曲 馬 団 や サ ー カ スが 生 ま

れ た 。こ の 演 目 は そ の 時代 以 後 の 咄 だ ろ う。 ち な み に サ ー カス は 古

代 ロ ーマ の 競 技 場 な ど を 巡 回 し て ヨ ー ロ ッパ に 広 ま っ た と いう 。 見

世 物 は主 に 人 間 や 動 物 の 曲 芸 だ が 、 現 代 では 自 動 車 レ ー ス の F1（ エ

フ ワ ン） も 世 界 を 巡 回 す る の で F1サ ー カ スと 呼 ば れ て い る 。  
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● お せつ 徳 三 郎 （ 刀 屋 ）  

こ の 演目 は 初 代 の 春 風 亭 柳 枝 （ 一 八 一 三 ～一 八 六 八 ） 作 の 、人 情

咄 に 分類 さ れ る 「 お せ つ徳 三 郎 」 の 一 部 であ る 。 刀 屋 は 「 おせ つ 徳

三 郎 」を 上 ・ 下 に 分 け た場 合 の 下 に あ た り、 上 は 初 代 の 三 遊亭 円 遊

（ 後 の初 代 金 原 亭 馬 生 ） （ 一 八 五 〇 ～ 一 九〇 七 ） が こ の 部 分だ け を

一 席 物に 仕 立 て た と 言 わ れ る 「 花 見 小 僧 」 で あ る 。 ど ち ら も根 底 に

流 れ てい る テ ー マ は 、 現 代 で は 当 た り 前 にな っ て し ま っ た 自由 恋 愛

だ 。 しか し 江 戸 時 代 の 結婚 は 個 人 と 個 人 では な く 、 代 々 存 続さ せ な

け れ ばな ら な い 武 家 や 商 家 が 、そ の 持 続 可能 性 の た め に 相 手 を 選 ぶ 。

そ の 熟慮 を し な い 恋 愛 結婚 は 「 浮 気 な 結 婚」 と 呼 ば れ た 。 この 咄 の

よ う に大 店 の 一 人 娘 で あ れ ば 、 店 を 継 ぐ 婿を 選 ぶ 必 要 が あ った 。 二

人 の 師匠 の 生 き た 幕 末 か ら 明 治 に か け て は武 家 が な く な り 離婚 が 多

く な り、 よ う や く 恋 愛 結 婚 も 現 実 的 に な りつ つ あ っ た の だ 。  

 

 

 

● 格 言（ 天 災 ）  

八 五 郎は 心 学 の 先 生 の と こ ろ へ 行 か さ れ るが 、 先 生 が 語 る 話は 実

際 の 心学 と は 異 な る 。 石 門 心 学 は 「 天 地 」や 「 道 」 な ど の 理屈 か ら

「 義 」や 「 孝 」 ま で を 語 る 儒 学 の 一 種 だ から で あ る 。 さ ら に心 学 講

義 で は極 め て 具 体 的 に 、 朝 起 き た ら 神 棚 と仏 壇 を 拝 め と か 、祖 父 母

と 両 親に は 手 を つ い て 挨 拶 し ろ 、 嘘 を つ くな 、 身 障 者 を 笑 うな 、 下

の 者 をた た く な な ど 、 日 々 の 行 動 指 針 も 語る 。 そ れ と は 異 なり 、 こ

こ で 先生 が 語 る の は 世 間 で よ く 言 わ れ る 格言 で あ る 。 格 言 は 目 の 前

に 展 開す る 困 難 を と り あ え ず 治 め る た め に、 現 実 的 な 処 世 に役 立 つ

よ う 、人 生 の 真 理 や 機 微を 簡 潔 に 述 べ た 伝承 だ 。 こ の 咄 に は複 数 の

格 言 が語 ら れ る が 、 諭 さ れ た 人 が 「 成 程 その と お り だ 」 と 身に つ ま

さ れ ない 限 り 格 言 に は な ら な い 。 あ と で 他の 仲 間 に 教 わ っ たこ と を

話 そ うと す る が 話 せ な い 。 ど う や ら 身 に つま さ れ て い な い よう だ 。  
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● 講 と無 尽 （ 朝 這 い ）  

咄 の 冒頭 に 出 て く る 無 尽 と は 、 無 尽 講 の 略で あ る 。 講 は 元 々、 寺

院 な どの 維 持 や 宗 派 の 拡 大 を 意 図 し て 、 寺院 側 が 組 織 し た 宗教 的 講

が 始 まり で あ る 。 そ れ に対 し 一 般 の 人 々 が集 ま っ て 講 を 結 成し 、 少

額 の 米穀 や 銭 貨 （ 掛 金 ） を 出 し 合 い 、 そ こで 集 計 し た も の を抽 選 そ

の 他 の方 法 で 講 中 の 者 に 融 通 し た 経 済 的 講が 無 尽 講 で あ る 。地 方 に

よ っ て頼 母 子 （ た の も し ） 、 憑 支 （ ち ょ うし ） と も 言 わ れ た無 尽 講

は 、 日本 に 古 く か ら あ っ た 相 互 扶 助 的 な 金融 方 式 で あ る 。 この 咄 に

「 無 尽に 当 た っ た 」と あ るの は 、そ の 抽 選 に当 た っ た と い う 意味 だ 。

ど ち らも 鎌 倉 時 代 以 降 に 出 現 し た と 考 え られ て い る 。 無 尽 は、 庶 民

の 家 普請 、葬儀 、結 婚 、病 気 、災 害 時 の 自衛 対 策 と し て 有 効だ っ た 。

し か し運 営 業 務 の 煩 雑 さ や 資 本 主 義 の 発 達で 、 一 社 の 物 品 無尽 会 社

以 外 すべ て 相 互 銀 行 へ と移 行 し た 。  

 

田中優子（法 政 大 学 名誉 教 授 、江 戸 東 京研 究センター特 任 教 授 ）  

法 政 大学 社 会 学 部 教 授 、学 部 長 、法 政 大 学総 長 を経て現 職 。  

専 門は江 戸 時 代の文 学 、美 術 、生 活 文 化 、アジア比 較 文 化 。  

現 代 社会についての連 載エッセイなどもある。  

『江 戸の想 像 力 』で芸 術 選奨 文 部 大 臣 新 人 賞  

『江 戸百 夢 』で芸 術 選 奨 文部 科 学 大 臣 賞 、サントリー学 芸 賞  

その他 著書 多 数 。2005年紫 綬 褒 章 。  

 

 

 

 


